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#25

もう、悩まない！
『石原健の
  HOTEL LOVERS』

㈱呉竹荘ホールディングス　西日本担当 執行役員
㈱蒲郡クラシックホテル　執行役員 統括総支配人
安川 貴也 氏

第 25 回目のゲストは、㈱呉竹荘ホールディングス
西日本担当 執行役員 兼 ㈱蒲郡クラシックホテル 
執行役員 統括総支配人を務める安川貴也氏。「父が
ホテリエで、父の職場見学をしたときに、自分もホ
テリエになりたいと思った」と話す安川氏に、これ
までのキャリアや今後のビジョンについて聞いた。

㈱呉竹荘ホールディングス　西日本担当 執行役員
㈱蒲郡クラシックホテル　執行役員 統括総支配人
安川 貴也 氏

父の職場を見て、ホテリエを目指した

石原　安川さんとは、私が「呉竹荘ホー

ルディングス」の開発顧問をさせていた

だいたことで、さまざまな研修やイベン

トでご一緒することとなり、昨年の開業

90 周年記念事業で「THE COVE（ざ こー

ぶ）」と「茶寮 鶯宿亭（さりょう おうしゅ

くてい）」を新規オープンされて取材に

お伺いしたこともあり、今回のご縁とな

りました。まずはホテリエになったきっ

かけから教えてください。

安川　父親が名鉄の運転士からホテル部

門へ出向となり、地元である岡崎や豊田

のホテル、御殿場のレストランなどで勤

務したため、家族で宿泊や食事で利用す

る機会があり、きれいな職場で良いなぁ

と思ったのがきっかけです。当時はドラ

マの「HOTEL」が人気で、憧れの職業で

もありましたので、愛知県立幸田高校を

卒業後、㈱コクドを受験し、箱根プリン

スホテルに入社が決まり、FB 部門に配

属となりました。

石原　ホテリエとしてのスタートは料飲

部門からだったのですね。学生時代にホ

テルや飲食店での接遇経験はありました

か。

安川　実は全くの未経験で、トレイを持

つのも初めてでした。最初はレストラン

「さくら」でウエイターを、2 年目にメ

インダイニング「ル・トリアノン」に異

動してワインの勉強も始めました。当時

ソムリエのコートがカッコ良く見えて、

いつか来てみたいと思っていたので。3

年目には宴会サービスに異動し、配膳会

の方々との交流も始まりました。冬季に

はスキーリゾート地である「苗場プリン

スホテル」に出向したのもその頃です。

地元に戻って新たな挑戦

石原　その後「蒲郡プリンスホテル」へ

と異動になられました。これはご自身で

希望されたのでしょうか。

安川　はい、希望を出しました。新たに

宴会場を作るので、スタッフを募集する

という話があり、地元の愛知県に戻って

新たな挑戦をと考えました。1997 年に

転籍し、宴会とレストランの両方を担当

しました。ソムリエの資格も 2000 年に

取得し、2004 年にはレストランサービ

ス技能検定１級を、翌年にはシニアソム

リエにもなりました。その頃に世界のソ

ムリエ協会の会合が名古屋であり、田崎

真也さんにお会いして食事にも行き、ソ

ムリエの技術以外の知識やマナーなどを

教わったことがとても勉強になりまし

た。今でも感謝し、尊敬しています。そ

れから立場的にも料飲マネージャーにな

り、「軽井沢プリンスホテル」や「ザ・

プリンスパークタワー東京」への出向を

経験し、戻ってからは、さらなるステッ

プアップのために宿泊部門でフロントや

予約、営業部門で宴会の販売にも携わり

ました。「ザ・プリンスパークタワー東京」

から眺める “ 東京タワー ” が、今でも一

番好きな景色です。

石原　順調にキャリアアップを果たされ

てこられましたね。そこに、ホテルのオー

ナーチェンジの話があったわけですが、

その時はどんなお気持ちでしたか。

安川　最初は恥ずかしながら呉竹荘を知

らなかったので、それはどこのホテルな

んだと思いましたが、話を聞いて周りの

仲間たちも全員が残ることになったの

で、営業マネージャーとして心機一転の

スタートでした。自分のポリシーが “ 死

ぬこと以外はかすり傷 ” なので、何とか

なると前向きに考えていました。妻もホ

テルの宴会部門にいたので、仕事に対す

る理解があり助かりました。今は息子と

娘も私の仕事を理解し、応援してくれて

います。

呼び方は役職ではなく、「さん」付けで、

スタッフ全員とコミュニケーションをとる

石原　そこから総支配人、そしてさらに

西日本担当執行役員になられましたが、

仕事上で気をつけていることを教えてく

ださい。

安川　全てのスタッフとよく話をしてコ

ミュニケーションを図ることを大事にし

ています。タイミングを見て話を聞くこ

とが重要で、抱えている不平や不満も定

期的に聴き出し、困りごとの相談からも

逃げないようにしています。それがより

よいチームワーク作りに繋がっていると

実感しています。呼び方も役職ではなく、

さん付けに変えました。今は西日本 23

軒を担当していますが、新しいスタッフ

と出会い、その考え方が知れるのも楽し

んでいます。

石原　色々と新たなことに挑戦されてお

られますが、仕事でストレスが溜まった

時の発散方法は何でしょうか。

安川　全国各地の美味しいものを食べる

ことと、それに合わせてお酒を飲むこと

です。ビールやワインに加えて日本酒も

大好きで、今年は酒ディプロマも取得し

ようと考えて勉強しています。それから

中高から続けているサッカーやフットサ

ルで汗をかく事も好きです。ポジション

がフォワードなので、点を取ることにも

拘っています。往年の選手ではビエリと

バッジオが好きでした。さらに最近はジ

ムにも通って身体を鍛えています。

石原　これからの若いホテリエに伝えた

いことも教えてください。

安川　ホテルは日ごろお会いすることが

できないような方々と交流することが可

能なので、自身より地位の高い方々とお

話しすることで、楽しんで顧客をつかむ

ことができます。私も過去に皇室の方々

や首相の接遇もさせていただき。経験値

をあげました。

石原　最後に、今後のビジョンについて

はいかがでしょうか。

安川　総支配人に就任した時から継続し

て掲げていますが、ホテルの広告宣伝費

用を 0 にして、その分の予算を地域の活

性化に有効活用したいと思っています。

100 周年に向けて「蒲郡クラシックホテ

ル」の認知度をさらにあげて、だれもが

知っているホテルにすることが目標で

す。

石原　あと 9 年、まだまだ現役ですね。

楽しみながら実現に向かって走り続けて

くださいませ。

㈱ホスピタリティ デザイン 横浜
代表取締役

石原 健
Profile ＞桜美林大学経済学部卒業。日本ホテルスクール卒業。ホテル
産業経営塾卒塾（第一期生）。ホテル センチュリー ハイアット勤務後、
1989 年、ヨコハマ グランド インターコンチネンタル ホテルの開業準備
室に第 1 期生として入社。国内外からの VIP 対応等で、4 度にわたる皇
室接遇担当の栄誉も授かる。ウェスティンホテル仙台を経て、2014 年、
㈱ホスピタリティ デザイン 横浜を設立。厚生労働省 事業検討会 委員、
ホスピタリティ教育研究会 会長、HSN 会 顧問、JARC 理事、産業能率大
学 兼任教員など、宿泊・サービス業界団体や学校、企業などで活躍中。
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